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アメリカでは

成人病の予防に勧める

し　あわせの明日　につながる　国勢調査

［
風
聞
風
聞
日
日
日
日
出
回

そ
ろ
そ
ろ
新
米
の
出
回
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
人
の
主
食
－
条
の
消
費
量
は
、
昭
和
二
一
十
七
年
の
年
間
一
人
平

均
百
十
八
・
一
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
ピ
ー
ク
に
、
以
後
、
年
々
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
米
は
自
給
力
一
〇
〇
％
の
う
え
、
栄
養
価
は
高
く
、
わ
た
し

た
ち
日
本
人
の
主
食
と
し
て
は
、
こ
れ
以
上
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
米
の
季
節
を
む
か
え
、
．
見
直
さ
れ
る
米
〟
を
一
－
一
回
に
わ
た
っ
て
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

医
写
水
準
が
高

′
＼
　
惟
謙
先
進
国

と
い
わ
れ
る
ア
メ

リ
カ
の
悩
み
の
一

つ
に
、
肥
潤
や
榔

廉
満
、
心
臓
病
な

ど
の
成
人
鍋
の
増

加
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
成

人
病
に
つ
い
て
は
、

臨
床
的
な
泊
嫌
は

あ
ま
り
効
果
が
期

術
で
き
ず
、
食
垂

を
中
心
と
す
る
予

防
が
最
も
有
効
的

で
あ
る
と
さ
れ
て

目
標
で
は
、
脂
肪
や
砂
減
の
取
り
過

さ
を
改
め
、
お
米
や
妻
な
ど
の
炭
水

化
物
へ
テ
ン
プ
ン
質
）
の
摂
取
鳩
を
、

こ
れ
ま
で
の
約
－
僧
に
捕
や
す
こ
と

を
勧
め
で
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
撫

取
カ
ロ
リ
ー
の
う
ち
約
六
別
を
根
水

化
物
で
、
約
面
を
脂
肪
、
残
り
を

タ
ン
パ
ク
質
で
撫
取
す
る
こ
と
が
勤

ま
し
い
と
し
て
い
る
の
で
す
。

で
は
、
日
本
人
の
食
生
活
は
ど
う

か
と
い
い
ま
う
と
、
ご
飯
を
主
食
と

し
、
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
を
朝
食
に

撮
広
く
栄
裳
を
撲
摸
し
て
お
り
、
厚

生
省
の
間
民
衆
螢
調
査
を
見
ま
し
て

も
、
脂
肪
二
三
％
、
タ
ン
パ
ク
貨
一

五
％
、
嬢
水
化
物
六
二
％
と
、
は
ば

瑠
怨
的
な
栄
遊
摂
取
バ
ー
フ
ン
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
理
想
的
な
栄
達

摂
取
バ
ラ
ン
ス
，
。
。
米
離
れ
〟
や
脂

肪
の
摂
取
諒
の
増
加
で
く
ず
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
‥
米
離

れ
〟
や
脂
肪
の
摂
取
塩
が
増
え
る
と
、

第
二
の
ア
メ
リ
カ
に
な
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
成
人
病
予
防
や
ダ
イ

エ
ッ
ト
食
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

米
が
、
日
本
で
は
臨
戦
が
減
退
し
て

い
る
と
い
う
の
は
個
と
も
皮
肉
な
話

です。米
食
を
中
心
に
し
だ
食
生
活
。
そ

し
て
、
理
想
的
な
栄
瑳
バ
ラ
ン
ス
を

改
め
て
考
え
直
し
て
み
た
い
も
の
で

す。

日
本
人
、
農
事
は
昭
和
5
3
年
硬
調
民
米
貨
甜
撮
に
よ
り
慨
鮮
し
た
も
の
で
す
。

植
樹
は
采
躯
で
砂
榔
し
ー
L
一
、
植
原
し
一
、
い
ろ
‥
他
の
み
を
度
し
一
、
い
ま
√
｝

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
L

L
年
、
上
腕
の
栄
番
所
嬰
撮
特
別
委

員
会
が
「
ア
メ
リ
カ
の
食
担
出
様
」

を
発
表
し
、
出
を
あ
げ
て
成
人
病
の

予
防
に
乗
り
出
し
な
の
で
す
。

こ
の
成
人
病
予
防
の
た
め
の
食
華

今
回
よ
り
、
毎
月
1
0
日
号
に
て
4
回
に
わ
け
、
遵
賀
田
消
防
団
貝
の

紹
介
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
住
民
の
方
へ
網
介
す
る
郎
に
よ

り
団
員
各
自
の
消
筋
に
対
す
る
自
覚
と
、
住
民
の
皆
様
の
認
識
が
深
ま

り
又
、
こ
れ
が
団
員
確
保
に
つ
な
が
れ
は
と
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

た
も
の
で
す
。

1
回
目
は
本
部
員
、
2
回
目
第
一
分

団
、
3
回
目
は
第
二
分
団
、
4
回
自
第

三
分
団
と
昭
次
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
紹
介
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。
○
階
級
○
氏
名
①
住
所
③
年
齢

③
職
業
④
閲
歴
（
8
月
末
日
現
在
）
⑤

各
自
受
賞
関
係

◎
本
部
員

消
防
団
長
　
石
松
俊
彦

①
上
別
府
⑧
塊
才
③
農
薬
④
3
2
年
4

ケ
月
（
現
在
、
県
消
防
協
会
遠
賀
支

部
長
及
び
県
消
防
協
会
整
革
⑧
消
防

庁
長
官
表
彰
2
回
・
県
協
会
長
表
彰

2
回
・
知
草
表
彰
2
回

副
団
長
　
　
舛
添
八
部

⑪
若
松
⑤
4
7
才
⑧
授
業
④
3
1
年
1
ケ

月
⑤
消
防
庁
長
官
表
彰
1
回
・
日
本

消
防
協
会
長
表
彰
2
回
・
県
協
会
長

表
彰
3
回
・
知
革
表
彰
2
回
・
支
部

長
表
彰
1
回

副
団
長
　
古
野
党
憩

①
虫
生
津
⑤
4
5
才
③
農
薬
④
3
1
年
1

ケ
月
⑤
消
防
庁
長
官
表
彰
1
回
・
県

協
会
長
表
彰
5
回
“
知
郵
表
彰
1
回

・
支
部
長
表
彰
1
回

第
一
分
団
長
　
柴
田
征
一
郎

①
今
古
賀
④
飽
才
④
町
会
議
員
④
1
9

年
9
ケ
月
⑤
県
消
防
健
会
長
表
彰
3

回
・
知
貌
表
彰
1
回

第
二
分
団
長
　
池
田
紀
樹

①
若
松
⑧
3
9
才
⑧
座
薬
④
2
1
年
1
ケ

月
⑤
県
協
会
表
彰
4
回
・
知
蒋
表
彰

1
回

第
三
分
団
長
　
石
松
芳
賊

①
上
別
府
⑪
3
9
才
③
座
薬
⑪
2
0
年
1

ケ
月
⑤
県
協
会
長
表
彰
4
回
・
支
部

長
表
彰
1
回

第
一
割
分
団
長
　
山
中
圭
介

①
別
府
⑧
4
3
才
③
自
営
業
④
B
年
5

ケ
月
⑤
県
協
会
長
表
彰
2
回

第
二
割
分
団
長
　
井
口
砲
撃

①
鬼
津
⑨
3
6
才
⑨
攫
薬
④
1
8
年
5
ケ

月
⑤
県
協
会
長
表
彰
3
回

第
三
割
分
団
長
　
毛
利
昇
二

①
虫
生
津
②
4
2
才
④
会
社
員
（
遠
賀

郡
農
協
岡
垣
支
所
）
④
1
7
年
6
ケ
月

⑤
県
協
会
技
表
彰
3
回
・
団
長
表
彰

1
回

以
上
本
部
貝
9
名

※
団
員
の
声

我
々
は
、
行
政
の
一
員
で
あ
り
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
諸
先
説

方
の
消
防
満
祐
を
継
承
し
、
遠
賀
町
の

発
展
を
望
む
も
の
で
す
。

．
き
た
れ
著
者
よ
、
消
防
団
へ
〟
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今　を知　り　未来を　ひ　ろ　く　国勢調査

引
揚
者
か
ら
保
管
し
て
い
る
通
貨
、
柾
券
の
返
還
に
つ
い
て

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら

れ
た
万
が
、
上
陸
地
の
税
関
（
海
述
局

）
我
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
、
証
券
な
ど

は
、
上
陸
地
を
所
輔
し
て
い
る
税
関
に

保
留
し
て
お
り
ま
す
。
門
司
税
関
で

は
、
門
司
、
博
多
、
仙
崎
港
で
上
陸
さ

れ
た
力
の
、
通
貨
、
証
券
を
保
管
し
て

お
り
、
従
来
か
ら
こ
れ
ら
の
早
期
返
還

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
現
任
ま
で
返

還
甜
求
の
な
い
も
の
が
相
当
数
残
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
引
取
り
の
済
ん
で
な

い
力
は
、
早
急
に
遅
速
手
続
き
を
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
返
還
の
申
し

出
は
本
人
ば
か
り
で
な
く
、
家
族
の
方

で
も
結
櫛
で
す
か
ら
心
あ
た
り
の
万
は

〒
8
0
1
北
九
州
前
門
司
区
西
海
岸
一

丁
目
三
～
十
門
司
港
湾
合
同
庁
舎
内
、

門
司
税
関
酸
侃
諦
観
納
経
祝
官
　
能
懇

0

9

3

（

2

2

1

）

3

0

3

1

に

お

問

い
合
せ
下
さ
い
。

な
お
、
門
司
、
博
多
、
仙
崎
港
以
外

の
税
関
（
海
迎
局
）
ま
た
は
、
鴻
外
頭

部
館
等
に
敵
け
ら
れ
た
証
券
等
に
つ
い

て
は
役
場
徳
祉
係
に
お
問
い
合
せ
下
さ

い。

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の
龍
求

梱
和
裁
年
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
職

没
諸
等
の
道
政
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

（
昭
和
5
2
年
改
正
3
号
、
2
0
万
円
）
は

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験

▽
採
用
予
定
人
員
及
び
受
験
資
格

0
謡
察
宮
A
（
大
卒
者
及
び
昭
和
粥

箪
3
月
卒
業
見
込
み
の
諸
）

○
整
然
常
B
（
A
以
外
の
者
）

A
、
B
共
に
、
昭
和
鮪
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
3
8
年
4
月
1
日
坐
ま
れ
の

男
子
で
、
合
計
約
2
3
0
名

▽
試
験
地
∴
稿
廟
詰
外
5
市

▽
試
験
日
　
脚
和
弱
年
的
月
筋
目
　
8

時
5
0
分
～
1
7
時

▽
試
験
方
法
　
教
護
試
験
、
論
文
（
作

聞
知
弱
年
9
月
0
0
日
を
も
っ
て
都
求
期

限
の
時
効
が
完
成
い
た
し
ま
す
の
で
、

米
綿
求
の
方
は
甜
求
手
続
下
さ
い
。

文
）
、
身
体
検
査
（
合
格

基
準
が
あ
り
ま
す
）

▽
受
付
期
間
　
9
月
8
日
～
1
0
月
1
日

郵
送
の
場
合
は
1
0
月
7
日

の
消
印
ま
で
有
効
。

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
、
問
い
合

せ
等
は
、
福
岡
媒
溺
察
本
部
詳
説
線
採

用
係
∴
鯨
岡
市
中
央
曙
天
神
1
の
1
の

1
　
〒
8
1
0
　
椙
話
0
9
2
（
7
4

1
）
　
2
2
3
1
　
に
ど
う
ぞ
。

目

に

見

え

な

8
月
中
旬
、
静
岡
市
駅
前
の
地
下
街

で
ガ
ス
爆
発
が
起
り
、
死
者
1
4
人
、
懲

軽
傷
者
搬
入
が
続
出
し
、
現
場
は
あ
た

か
も
戦
場
の
よ
う
な
惨
謡
を
蜜
し
て
い

ま
し
た
。
ガ
ス
は
私
達
の
生
酒
に
欠
か

せ
な
い
便
利
在
も
の
で
す
か
、
便
利
な

も
の
は
ど
そ
の
使
用
方
法
を
誤
る
と
大

き
な
珍
談
と
な
る
こ
と
を
、
こ
の
事
故

は
物
語
っ
て
い
ろ
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
次
の
様
な
ガ
ス
（
L
P
G
）
の
特

酢
、
使
用
上
の
注
惑
、
ガ
ス
洩
れ
が
お

き
た
時
の
処
置
を
良
く
圃
解
し
人
為
的

な
部
散
防
止
に
お
互
い
に
努
力
し
ま
し

ょ
え
ノ
○

◎
L
P
G
の
特
性

用
　
約
柳
分
の
1
に
激
化
し
、
小
刺
の

容
器
に
入
れ
運
搬
に
便
利
な
よ
う
に
し

て
あ
る
。

㈲
∴
無
臭
無
害
で
す
が
、
ガ
ス
洩
れ
し

た
鴫
に
す
ぐ
わ
か
る
様
に
臭
い
が
つ
け

で
あ
る
。

㈲
　
空
気
よ
り
1
倍
半
か
ら
2
倍
半
も

重
く
、
洩
れ
た
時
低
い
所
に
た
ま
る
。

㈲
∴
燃
焼
す
る
に
は
、
多
趣
（
二
十
四

倍
）
の
空
気
が
必
要
で
す
の
で
、
換
気

い
恐
怖
が

市

民

を

襲

う

に
十
分
注
意
す
る
。

◎
使
用
上
の
注
窓

用
∴
容
器
は
屋
外
の
宙
射
同
党
の
当
ら

な
い
通
風
の
良
い
場
所
に
お
く
。

㈲
i
空
気
孔
の
調
整
を
し
て
赤
火
が
な

い
よ
う
に
す
る
。

㈲
∴
高
い
ゴ
ム
管
は
布
け
ん
水
を
塗
っ

て
、
ガ
ス
洩
れ
が
あ
れ
ば
す
ぐ
取
替
え

る。◎
ガ
ス
洩
れ
が
お
き
た
時
の
処
語

の
∴
窓
や
ド
ア
を
あ
け
て
通
風
を
良
く

し
洩
れ
た
ガ
ス
が
床
面
か
ら
な
く
な
る

ま
で
ポ
ー
キ
や
う
ち
わ
で
追
出
す
。

㈲
　
元
栓
や
容
器
弁
を
閉
め
ろ
。

㈲
　
販
売
店
や
消
防
署
に
連
絡
す
る
。

遠
賀
郡
消
防
署

讐
内
火
災
・
救
急
件
数

l
月
か
ら
7
月
ま
で

航
三
岳
首
肯

（
那
消
防
署
）

▽
期
　
間
　
9
月
1
8
日
～
9
月
2
4
日

▽
日
　
的

○
ゴ
ミ
は
絶
対
に
、
所
定
以
外
の
場
所

に
捨
て
な
い
こ
と
。

O
「
つ
ミ
を
一
つ
ぐ
ら
い
捨
て
て
も
、

た
い
し
た
影
謡
な
ん
か
あ
る
も
の
か

」
と
言
う
よ
う
な
楽
観
主
薄
着
的
考

え
は
抱
か
な
い
こ
と
。

香
川
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
の
募
集

▽
募
集
科
目
お
よ
び
募
集
人
員

生
産
横
板
科
2
0
名
、
金
属
成
形
科
2
0
名

自
動
車
科
2
0
名
、
建
築
科
幼
名

▽
入
学
資
格

高
等
学
校
卒
業
者
お
よ
び
こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

▽
願
番
受
付

昭
和
粥
年
2
月
9
日
（
月
）
～
2
月
綱

目
（
金
）

∇
試
験
日
　
昭
和
朗
年
3
月
蛇
田

▽
試
験
地
∴
鯨
岡
市
な
ど
6
市

▽
問
合
せ
先

香
川
県
丸
偽
証
郡
家
町
3
2
0
2

砥
話
0
8
7
7
2
（
4
）
6
2
9
0

海
上
保
安
大
学
校
及
び

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

▽
採
用
予
定
数
　
大
学
約
5
0
名

学
校
約
1
－
0
名

∇
受
験
資
格
∴
昭
和
3
2
年
4
月
2
日
（

大
学
校
生
は
闇
和
3
5
年
4
月
2
日
）

以
降
生
ま
れ
の
者
。

▽
受
付
期
間
　
昭
和
5
5
年
9
月
納
日
I

D
月
7
日

▽
試
験
日
　
大
学
校
（
日
月
織
目
、
お

目）学
校
（
日
月
織
目
）

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
海

士
保
安
部
管
理
課
程
純
0
9
2
（
2
8

1
）
5
8
6
6
に
お
問
い
合
せ
下
さ

い。
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L　敬老の日

国　を　知　り　郷　土　を　見直　す　国勢韻査

「
敬
老
の
日
」
に
あ
た
っ
て

今
年
の
夏
は
雨
続
き
の
冷
夏
と
な
り
本
格
的
な
忍
さ
も
な
く
、
早
や
秋
の

気
候
を
迎
え
ま
し
た
が
老
人
の
措
様
方
に
は
益
々
御
健
勝
に
お
す
ご
し
の
部

と
存
じ
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
老
令
名
人
目
は
、
近
鉦
－
急
激
な
る
増
加
を
た
ど
り
日
本
人

の
平
均
諦
念
も
男
7
3
・
4
6
才
、
女
7
8
・
8
9
才
と
な
り
高
齢
者
社
会
に
対
す
る

福
祉
政
策
も
稲
々
灘
せ
ら
れ
て
い
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
毎
年
9
月
1
5
日
の
「
敬
老
の
日
」
に
老
人
の
方
々

を
一
周
に
お
集
り
願
い
ま
し
て
敬
老
会
を
実
施
い
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

本
年
は
敬
老
者
総
数
（
満
6
9
才
以
上
）
9
6
3
名
（
男
3
8
3
名
、
女
5
8

0
名
）
を
迎
え
、
会
場
等
の
都
合
に
よ
り
ま
し
て
町
内
一
カ
所
で
の
敬
老
会

を
実
施
い
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
各
行
政
区
内
で
そ
れ
ぞ
れ
に
刺

し
た
方
法
で
敬
老
会
の
実
施
を
願
っ
て
い
ま
す
の
で
御
了
承
願
い
ま
す
。
老

人
の
揮
様
方
が
益
々
健
臓
に
甜
意
さ
れ
長
井
を
保
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
年
の
最
桔
騎
者
及
び
米
対
を
迎
え
ら
れ
た
万
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
最
稀
胎
者
　
柴
田
マ
ン
様
（
旧
停
）
鈍
才

○
米
寿
客

人
沖
天
イ
様
（
訟
松
）
松
井
茂
雄
様
（
尾
崎
）
相
生
ツ
千
枝
（
尾
崎
）
白
石

キ
ヨ
ノ
様
（
ヒ
別
府
）
市
野
政
敵
様
（
出
生
津
）

紙
非
ス
ギ
様
（
東
町
）
石
打
ス
カ
様
（
老
良
）
揚
田
ヨ
シ
ノ
様
（
木
守
）
木

下
ハ
ツ
様
（
駒
光
囲
）

圭

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

－

－

－

i

－

－

－

1

I

・

I

7

、

－

′

　

′

1

　

－

f

 

t

、

．

1

、

、

′

　

′

、

、

′

　

′

、

－

′

　

｛

．
敬
老
の
白
　
い
で
湯
の
ま

ち
に
妻
と
い
て
4
　
－
　
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
万
の
句
で

す。
敬
老
の
日
に
、
要
と
二
人
で

温
泉
旅
行
を
し
た
と
い
う
、
幸

せ
な
情
操
で
す
が
、
．
婁
と
い

て
〟
と
い
う
害
薬
の
中
に
は
、

良
い
人
生
航
路
を
共
に
歩
ん
で

づ
く
り
ブ
ー
ム
〟
　
や
。
ふ
る
さ

と
ブ
ー
ム
．
で
、
老
人
の
チ
エ

が
ヤ
ン
グ
た
ら
か
ら
評
価
さ
れ

は
じ
め
て
い
る
の
も
最
近
の
傾

向
で
す
。
も
ち
ろ
ん
各
種
の
福

祉
政
策
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す。
そ
れ
に
し
て
も
、
詳
茶
店
が

発
殺
し
た
「
5
4
年
中
の
庫
殺

暴
走
族
追
放
標
語
募
集

折
尾
交
通
安
全
協
会
で
は
、
粟
走
族

追
放
運
動
の
た
め
標
語
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

∇
締
切
日
　
脚
和
弱
年
9
月
2
0
日

∇
送
り
光
　
郵
便
は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
令
・
館
謡
蕃
…
カ
を
寝
入
し

八
幡
西
医
折
尾
4
丁
目
8
の
川
折
尾

撃
祭
器
交
通
課
に
送
っ
て
下
さ
い
。

昭
和
5
5
年
度
福
岡
県
老

人
居
室
整
備
資
金
の
再

募
集

6
月
1
0
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

老
人
居
室
整
備
資
金
の
受
付
を
1
月
3
1

日
で
締
切
り
ま
し
た
が
、
申
込
件
数
が

少
な
い
た
め
に
再
募
集
い
た
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
受
付
期
間
を
9
月
5
0
日

ま
で
延
期
し
ま
す
の
で
希
避
雷
は
役
場

稲
祉
係
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

】
　
味
や
勉
強
に
打
ち
こ
む
老
人
の

ー
姿
も
日
精
ち
ま
す
。
ま
た
．
手

ヽ
－
．
．
．
●
－
ヽ
t
′
．
．
〝
．
1
1
．
●
・
．
＼
1
．
●
″
l
1
－
．
・
．
．
▲
－
1
1
．

来
た
老
婆
に
対
す
る
い
と

お
し
み
の
気
持
ち
と
同
時

に
二
一
人
ば
っ
ち
〟
と
い

う
寂
し
さ
も
感
じ
ら
れ
ま

す。
9
月
1
5
日
の
敬
老
の
日

が
、
国
民
の
祝
日
と
定
め

ら
れ
た
の
は
昭
和
4
1
年
の

こ
と
で
す
が
、
い
ま
で
は

も
う
秋
の
行
詰
の
ひ
と
つ

と
し
て
俳
句
の
季
題
に
な

る
ほ
ど
親
し
ま
れ
て
い
ま

す。
こ
の
日
は
、
多
年
に
わ

閣
者
」
の
巾
で
、
も
っ
と
も

多
い
の
は
6
5
歳
以
上
の
高

齢
者
で
、
自
殺
者
全
体
の

鮪
・
2
％
を
占
め
て
い
る

と
い
う
の
は
考
え
さ
せ
ら

れ
る
数
字
で
す
。
敬
老
の

日
に
は
、
き
ま
っ
て
老
人

の
自
殺
者
の
話
題
が
新
聞

に
の
り
ま
す
が
、
実
は
全

国
で
毎
日
平
均
1
4
人
近
く

も
の
老
人
の
自
殺
者
が
あ

る
の
で
す
。

「
高
齢
者
問
題
の
現
状

（
絵
描
腐
）
に
よ
る
と
、

た
っ
て
社
会
に
尽
く
し
て
来
た

老
人
を
敬
愛
し
、
度
寿
を
祝

い
、
ま
た
国
民
す
べ
て
が
、
自

分
の
老
後
に
関
心
を
詩
つ
日
で

も
あ
り
ま
す
。

最
近
は
老
人
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
熟
が
全
国
に
ひ
ろ
ま
る
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
に
な
り
、
趣

統
裁
以
上
の
老
人
は
い
ま
全
国

で
1
、
0
0
0
万
人
以
上
、
そ

れ
が
4
0
年
後
の
脚
和
9
5
年
（
西

暦
2
0
2
0
年
）
　
に
は
2
、
6

0
0
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す。
敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
あ
ら

た
め
て
「
高
齢
化
社
会
」
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
た
い
も
の
で

す。

史
蹟
見
学
の
お
誘
い

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
で
は
、
第

2
回
遠
賀
川
周
辺
の
史
跡
め
ぐ
り
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

だ
れ
で
も
自
由
参
加
で
き
ま
す
の
で

気
軽
に
お
集
り
下
さ
い
。

▽
日
　
時
　
　
9
月
1
4
日
（
日
唖
日
）

▽
見
学
地
　
　
芦
屋
町
内
史
跡

▽
集
合
場
所
　
芦
屋
中
学
板
前
バ
ス
停

9
時
2
0
分
集
合

▽
コ
ー
ス
　
　
和
裁
天
皇
社
跡
空
也
堂

ほ
か
史
跡
、
現
地
解
散

1
2
時

※
パ
ス
利
用
の
万
は
、
遠
賀
川
桶
バ
ス

停
9
時
7
分
を
こ
利
用
下
さ
い
。

▽
連
絡
先
　
　
虫
生
津
　
吉
野
千
年

砥
諦
（
3
）
0
4
2
5

防
火
管
理
者
資
格

取
得
龍
習
会

▽
日
　
時
　
同
和
5
5
年
的
月
2
2
日
（
水

）
、
2
3
日
（
木
）
の
2
日

間
9
時
～
1
7
時

▽
鱗
習
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
講
堂

▽
対
象
者
　
防
火
管
勘
考
を
必
要
と
す

る
菰
楽
所
の
関
係
者
等
。

▽
予
定
人
員
　
8
5
名

▽
申
込
み
方
法
及
び
申
込
み
先

9
月
1
6
日
～
9
月
2
6
日
ま
で
に
申
込

蕊
に
写
喪
（
一
難
）
と
テ
キ
ス
ト
代
三

千
円
を
添
え
て
、
遠
賀
郡
消
妨
本
部
予

防
課
程
話
（
3
）
1
2
3
1
へ
申
込
み

下
さ
い
。
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禅

寺

洞

句

碑

虫
生
津
パ
ス
伴
か
ら
人
家
の
中
を
通

り
、
丘
を
の
ぼ
り
つ
め
る
と
左
に
良
薬

寺
が
あ
り
、
右
は
高
田
億
で
あ
る
。
初

夏
の
風
が
こ
こ
の
小
さ
い
唯
を
吹
き
ぬ

け
て
ゆ
く
。

き
ら
き
ら
光
る
椿
の
梁
の
美
し
さ
、

新
雑
を
そ
よ
が
す
揃
の
大
樹
あ
り
、
古

野
の
栗
に
貝
塚
は
あ
り
血
生
浦
番
田

貝
塚
は
見
え
ね
ど
そ
の
か
み
の
日
に

進
へ
り

祖
国
こ
れ
麦
生
の
妻
の
虫
生
洋
や

稽
光
り
竹
な
ご
み
造
形
に
ま
み
え
も

γ
」
る

の
叩
句
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の

句
を
碑
に
刻
ん
だ
の
で
あ
る
。
鱒
年
番

に
は
こ
こ
で
句
会
が
開
か
れ
多
く
の
作

い
土
地
で
あ
る
。

高
田
宙
の
鳥
居

を
く
く
り
急
な
石

段
を
溌
ろ
と
、
石

盤
が
つ
づ
き
梁
桜

が
並
ん
で
い
る
。

き
れ
い
に
掃
除
さ

れ
た
塊
肉
に
鎮
ま

る
よ
う
に
座
し
た

句碑。野
の
栗
に

貝
按
は
あ
り

忠
生
沌
番
目

品
が
生
れ
て
い
る

菜
の
花
が
咲
き
紋

日
の
貝
塚
地
区

藷
嵐
　
風
韻

碑
と
桜
し
ん
そ
こ

冷
た
い
日
も
あ
ろ

、（ノ

矢
野
弥
太
郎

土
塀
を
め
ぐ
る
月

日
ひ
そ
か
に
軍
神

の
家
長
岡
　
幸
子

こ
じ
ゅ
け
い
に
呼

ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
類
は
、
含
ま
れ

る
乳
固
形
分
の
爪

で
次
の
三
稲
に
分

か
れ
ま
す
。

災
品
種
講
を
1
0
0

％
と
し
て
重
電
換

算で、⑪
乳
固
形
分
を

1
5
％
以
上
（
う
ち

乳
脂
肪
8
％
以

上
）
含
む
も
の
＝

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

②
乳
固
形
分
を

氷
菓
と
は
い
ち
か
い
に
言
え
ま
せ

ん。
購
入
す
る
と
き
は
値
段
だ
け
に

気
を
と
ら
れ
ず
、
袋
や
容
器
の
表

示
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

表
示
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
必
要
な
表
示
事
項
（
表
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
項
）

禅
寺
油

日
然
石
の
前
面
か
ら
反
射
す
る
陽
の

光
り
が
、
あ
た
り
の
風
景
に
一
線
を
面

し
て
い
る
。
こ
の
句
碑
の
主
は
福
岡
の

人
、
吉
岡
禅
寺
洞
で
、
昭
和
十
八
年
の

早
春
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
。

そ
れ
は
近
く
の
軍
神
吉
野
少
佐
の
基

参
の
た
め
だ
っ
た
。
こ
こ
で

高
野
少
佐
に
詣
で
て

ば
れ
辞
し
つ
か
に
句
碑
に
た
つ

村
上
　
薗
八

汽
市
の
笛
が
の
び
る
な
か
い
一
日
が

終
り
　
　
　
　
　
　
　
川
久
保
貞
一

花
散
り
か
か
る
旬
群
に
は
声
も
き
ざ

む
の
か
　
　
　
　
　
　
北
慶
一
柿

鳥
形
の
空
は
つ
め
た
く
碑
の
文
字
と

松
井
　
尚
子

（
1
1
山
花
御
史
）

1
5
％
未
満
m
％
以
士
（
う
ち
乳
脂

肪
分
8
％
未
満
3
％
以
上
）
含
む

も
の
＝
＝
ア
イ
ス
ミ
ル
ク

⑤
乳
固
形
分
を
1
0
％
未
満
3
％

以
上
含
む
も
の
＝
ラ
ク
ト
ア
イ
ス

ま
た
、
氷
菓
と
は
、
ア
イ
ス
キ

ャ

ン

デ

ー

、

シ

ャ

ー

ベ

ッ

ト

な

ど

を
い
い
ま
す
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
氷
菓
は
、

モ
ナ
カ
や
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
皮
に

入
っ
た
も
の
、
中
に
あ
ん
や
ジ
ャ

ム
の
入
っ
た
も
の
を
は
じ
め
と
し

て
種
類
が
豊
富
で
す
。
中
に
入
っ

て
い
る
も
の
な
ど
で
値
段
が
変
わ

っ
た
り
し
ま
す
か
ら
、
高
価
な
も

の
が
良
質
の
ア
ィ
ス
ク
リ
ー
ム
や

①
稲
類
別
名
称
　
②
無
胴
乱
固

形
分
及
び
脂
肪
分
の
重
兜
百
分
薄

へ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
の
み
）
④

原
材
料
④
添
加
物
⑤
内
容
観
③
製

造
販
売
者
、
輸
入
販
売
者
な
ど
の

住
所
、
氏
名
ま
た
は
名
称
⑦
家
庭

用
大
型
品
の
保
存
上
の
注
意

た
だ
し
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
で
定
め

る
表
示
基
準
に
よ
り
別
の
様
式
を

用
い
ま
す
。

▽
緯
定
事
項
の
表
示
基
準
（
果

汁
、
原
産
国
名
な
ど
に
つ
い
て
の

表
示
非
準
）

①
「
無
果
汁
」
と
い
う
表
示

は
、
果
汁
や
果
肉
が
ま
っ
た
く
使

用
さ
れ
て
い
な
い
か
、
5
％
未
満

の
場
合
で
す
。
た
だ
し
、
5
％
未

満
の
果
汁
、
果
肉
使
用
の
場
合

は
、
0
0
％
と
い
う
表
示
も
で
き

ます。②
外
国
の
地
名
や
、
国
政
、
外

国
人
の
氏
名
な
ど
が
記
誠
し
て
あ

っ
て
、
原
産
国
名
が
紛
ら
わ
し
い

場
合
は
、
「
国
産
」
ま
た
は
「
日

本
製
」
と
明
記
す
る
か
、
製
造
者

名
の
前
か
後
ろ
に
「
幾
達
者
」
　
「

製
造
」
な
ど
の
文
字
を
入
れ
る
。

▽
不
当
表
示
（
好
ま
し
く
な
い

表示）①
ラ
ク
ト
ア
イ
ス
、
氷
菓
に
、

ミ
ル
ク
や
M
F
K
と
い
う
毒
薬
を

用
い
た
輔
棟
を
使
っ
た
り
、
「
ミ

ル
ク
た
っ
ぷ
り
」
な
ど
と
い
う
表

示
を
す
る
こ
と
。

⑧
「
ペ
ス
ト
」
　
「
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
」
な
ど
の
最
高
級
を
愚
昧
す
る

名
称
を
表
示
す
る
こ
と
。

⑨
美
容
や
健
康
に
効
果
・
効
能

が
あ
る
よ
う
な
説
明
文
を
つ
け
る

こ
と
。

注
「
乳
固
形
分
」
と
は
、
牛
乳
か
ら
水
分
を
除
い
た
も
の
。
無
脂
乳
固
形
分
と
乳
脂
肪
分
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
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▽

対
象
者

パ　パ　に　マ　マ　ポク　も　書　い　た　ね　国　勢調　査

▽
期
　
日

▽
受
付
時
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
晶

▽
内
　
容

9
月
滋
臼
（
月
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時

役
場
保
健
室

生
後
0
～
6
カ
月
の
乳
児

母
子
健
康
手
帳

体
重
、
身
長
等
測
定
、
食

事
等
の
相
談

妊
▽
期
　
日

▽
時
　
間

掃
　
相
　
談

9
月
1
6
日
、
9
月
％
日

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

▽
内
∴
蓉
　
9
月
1
6
日

栄
饗
指
導
、
家
族
計
画

9
月
2
6
日

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導
、
母
子
手
帳
交
付
、

▽
持
参
品
　
印
鑑

婦
　
人
　
検
診
（
も
れ
肴
）

▽
期
　
日
　
9
月
2
8
日
（
日
）

▽
場
所
及
び
受
付
時
間

。
中
央
公
民
館

午
前
　
9
時
～
日
時
釦
分

午
後
　
1
時
5
0
分
～
4
時

50分

の
検
診
で
す
の
で
ま
だ
済

ま
せ
て
な
い
方
は
今
回
必

ず
受
け
て
下
さ
い
。

予
　
防
　
接
　
種

予
防
綾
種
の
申
込
み
方
法

予
防
接
頭
日
の
一
週
間
前
か
ら
前
日

ま
で
に
和
睦
を
特
参
の
上
、
保
健
衛
生

係
の
窓
口
で
申
込
み
を
し
て
、
問
診
票

と
注
意
書
を
受
領
し
て
下
さ
い
。

問
診
票
と
注
恵
膏
を
受
領
さ
れ
な
い

と
、
予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

－
－
一
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
目
せ

き
・
破
傷
風
）

▽
撲
極
目
及
び
問
診
票
配
付
日

▽
注
∴
恵

▽
接
種
方
法

。
第
1
期

o
第
2
期

▽
そ
の
他

▽
持
参
品

カ
月
経
過
の
幼
児

第
1
期
は
第
2
期
と
の
関

係
上
、
生
後
締
カ
月
ま
で

に
終
了
し
て
下
さ
い
。

4
回
の
内
い
ず
れ
か
3

回
接
種

4
回
の
内
い
ず
れ
か
1

回
接
謡

生
後
4
8
カ
月
以
上
の
幼
児

は
2
溺
混
合
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
）
で
実
施
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

母
子
手
暖
、
問
診
票

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
田
炎
）

▽
接
種
日
及
び
問
診
票
配
付
日

接
種
日
一
　
問
診
票
配
付
臼

瑤
〓
浬
。
二
　
問
診
票
配
付
日

引

坤

十

割

1
8
歳
～
鎖
線
の
女
性
で
各

区
巡
回
時
に
受
診
し
て
な

い
人
。
な
お
今
回
が
最
後

日
月
2
9
日
一
1
0
月
2
2
日
・
i
l
0
月
2
8
日

回

田

開

国

1
2
月
1
7
日
　
輪
月
1
0
日
～
1
2
月
1
6
日

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
5
0
分
－
1
5
時

▽
対
象
者

〇
第
1
期
　
生
後
幻
～
4
8
カ
月
の
幼

児

。
第
2
期
　
第
1
期
終
了
後
1
2
～
1
8

1
0
月
7
日
　
9
月
約
日
～
1
0
月
6
日

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
対
象
著
　
生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月
未

満
の
乳
幼
児

▽
接
種
方
法
生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月
の

問
に
6
週
間
以
上
の
間
隔

を
お
い
て
2
回
投
与

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳
、
問
診
票

▽
洋
∴
慈
　
1
0
月
1
日
に
三
種
混
合
を

接
種
し
た
場
合
は
、
1
0
月

7
日
の
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ

ン
は
投
与
で
き
ま
せ
ん
。

野
　
犬
　
薬
　
殺

9
月
1
5
日
－
0
0
臼
ま
で
は
町
内
一
円

で
野
犬
の
薬
殺
を
し
ま
す
。

費
え
さ
の
設
置
楊
所
に
は
赤
旗
を
立

て
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
飼
っ
て
お
ら

れ
る
愛
玩
動
物
は
、
絶
対
に
付
近
に
近

づ
け
な
い
で
下
さ
い
。

9
月
以
降
の
検
診
予
定

賀
ガ
ン
検
鯵

▽
期
　
日
　
1
0
月
2
7
日
　
1
0
月
約
日

1
2
月
1
6
日
　
1
2
月
1
7
日

昭
和
弱
年
3
月
1
9
日
、

3
月
2
0
日
　
3
月
2
5
日

子
宮
ガ
ン
機
船

▽
期
　
日
　
昭
和
お
年
3
月
1
3
日

3
月
2
3
日
　
3
月
釦
目

▽
そ
の
他
　
1
0
月
の
胃
ガ
ン
検
診
に
関

し
て
の
詳
細
は
次
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

乳
児
健
蟻
酸
査

▽
細
　
目
　
1
0
月
1
7
日

▽
そ
の
他
　
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

し
尿
く
み
破
り
に
つ
い
て

。
人
員
の
移
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
役
場
衛
生
係
に
届
出
て
下
さ
い

。
便
そ
う
の
中
に
ゴ
ム
類
、
布
ざ
れ
、

タ
バ
コ
の
吸
か
ら
等
を
投
げ
こ
ま
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

o
便
そ
う
の
附
通
に
は
植
木
な
ど
置
か

な
い
よ
う
作
業
し
や
す
い
よ
う
に
し

て
下
き
い
。

。
愛
犬
は
人
に
か
み
つ
か
は
い
よ
う
に

つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

o
汲
取
り
の
確
認
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
フ

タ
を
あ
け
て
見
て
下
さ
い
。

。
手
数
料
は
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
領
収
番
は
必

ず
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

o
詔
守
に
す
る
と
き
は
隣
近
所
の
方
に

料
金
を
お
願
い
し
て
未
納
が
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
　
（
未
払
い
2
回
以

上
は
汲
取
り
停
止
に
な
り
ま
す
。
）

。
不
良
便
そ
う
は
早
く
改
善
を
し
ま
し

ょ
え
ノ
○

社
　
員
　
募
　
集

▽
ご
み
車
運
転
手
　
男
1
8
才
以
上
0
0
才

ま
で

▽
ご
み
収
集
作
業
員
　
男
、
女
4
5
才
迄

▽
募
集
人
員
　
各
1
名

▽
給
　
与
　
会
社
規
定
に
よ
る

▽
そ
の
他
　
社
債
、
定
期
昇
給
、
貸
与

年
2
回
、
退
職
金
、
日
祭

日
休
日
、
年
次
休
暇
、
マ

イ
ク
ロ
送
迎

▽
履
勝
誇
受
付
　
9
月
鳩
目
ま
で

面
接
　
9
月
1
7
日
1
2
時
ま
で

▽
逆
統
光
　
岡
蓮
町
野
間
4
6
6
～
2

有
限
会
社
遠
賀
ダ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
　
織
話
0
9
3
2

8

（

2

）

0

1

1

8
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筆記用具は

黒鉛筆を

お使い下さい

人　ひ　と　り　世　帯一　つ　が　国　の　基礎

ゴ
　
ミ
収
集
の
注
意

1
、
収
集
日
の
朝
、
7
時
か
ら
8
時
ま

で
に
出
し
て
下
さ
い
。

2
、
燃
え
る
も
の
と
、
燃
え
な
い
も
の

と
に
分
け
て
下
さ
い
。

3
、
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
口
は
し
っ
か
り

と
緒
ん
で
出
し
て
下
さ
い
。

4
、
か
さ
ば
る
も
の
は
（
ボ
ー
ル
箱
な

ど
）
小
さ
く
ま
と
め
て
出
し
て
下
さ

5
、
収
集
車
の
通
る
と
こ
ろ
ま
で
持
ち

ゴ
　
ミ
収
集
予
定
表

出
し
て
下
さ
い
。

6
、
で
き
る
だ
け
水
分
を
少
く
し
て
出

し
て
下
さ
い
。

7
、
ス
プ
レ
ー
等
は
穴
を
あ
け
、
ガ
ラ

ス
等
は
小
さ
く
割
っ
て
包
ん
で
出
し

て
下
さ
い
。

8
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
．
コ
ミ
袋
、
ボ

ー
ル
箱
に
入
れ
、
第
2
、
第
4
水
喘

日
に
出
し
て
下
さ
い
。

⑫
国
醸
醸
醗

も
う
す
ぐ
1
0
月
1
日
　
－
　
国
勢

調
査
の
行
わ
れ
る
日
で
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
、
5

年
こ
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
1
3
回
目
に
な
り
ま

す。
＜
闘
査
項
目
∨

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
世

常
構
成
、
就
業
状
態
な
ど
の
ほ

か
、
現
住
居
へ
の
入
居
時
期
、
通

勤
・
通
学
先
と
利
用
す
る
交
通
手

段
　
－
　
な
ど
全
都
で
2
2
項
目
。

∧鵬査員∨

調
査
員
は
遠
賀
町
に
お
い
て

は
、
半
数
以
上
の
人
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
調
査
員
と
し
て
経
験
を
積

ん
だ
ベ
テ
ラ
ン
で
す
か
ら
、
わ
か

ら
な
い
点
は
気
軽
に
こ
相
談
く
だ

無

線

墳

墓

の

改

葬

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
さ
い

◎
所
在
地
　
八
代
市
西
色
町
1
2
0
1

番
地

▽
名
　
称
　
小
寺
基
地

▽
届
出
期
限
　
昭
和
弱
年
9
月
5
0
目

▽
届
出
先
　
八
代
市
松
江
城
町
1
番
2
5

号
　
八
代
市
役
所
市
民
郵

衛
生
課
　
得
話
0
9
6
5

3
（
3
）
4
1
1
1
　
内
線

3
4
0
番

◎
所
在
地

▽
名
　
称

▽
届
出
期
限

愛
知
県
春
日
井
市
上
八
田

町
6
4
8
2
番
地

八
田
整
地

昭
和
弱
年
9
月
2
5
日

▽
届
出
先

愛
知
県
春
日
井
市
鳥
居
松

町
5
丁
目
4
4
番
地
　
春
日

井
市
役
所
都
市
整
備
部
区

画
塑
理
穏
薬
課

笹
諒
0
5
6
8
（
8
1
）

－
o
l
l
l

査
貝
が
お
伺
い
し
ま
す
か
ら
、
そ

の
時
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
員
が
お
伺
い
す
る

時
期
に
留
守
だ
っ
た
り
、
調
査
票

を
面
接
嗣
査
貝
に
撞
出
す
る
の
か

関
る
と
い
う
万
は
、
早
め
に
国
弱

調
査
担
当
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

＜髄査景∨

ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は

国
（
総
理
府
統
計
局
）
に
集
め
ら

れ
、
そ
の
ま
ま
光
学
式
マ
ー
ク
涜

敵
襲
髄
と
い
う
機
械
に
か
け
て
集

計
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
械
は
、
文
字
が
わ
く
か

ら
は
み
出
し
て
い
た
り
、
調
査
票

が
折
れ
た
り
、
曲
が
っ
た
り
、
汚

れ
て
い
た
り
す
る
と
正
確
に
競
み

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ

さい。な
お
、
筆
記
用
具
は
必
ず
「
黒

鉛
等
」
を
お
使
い
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
万
年
筆
や
ボ
ー

ル
ペ
ン
は
、
た
と
え
黒
で
も
絶
対

に
ご
使
用
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

黒
鉛
等
以
外
は
′
読
取
装
置
．
が

作
動
し
ま
せ
ん
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9月下期の遠賀町主要行事

日i曜 ��l �時∴∴樹 �実施会場 �担当課（係）名 �日的及び主な対象等 �I 備蓄 

引 ��野　　犬　　薬∴∴殺 � �町内一円 �住　民　課 � �詳細は 6ページ 

16 �火 �妊∴∴婦　　相　　談 �10：00－ � �住　民　課 �妊産婦 �詳細は 6ページ 

18 �I 木 � �10：00－ 　15：00 �中央公民館 �社会教育課 �老人大学院生 � 

2日日 ��撃木小学校湖中：00－ ��学校グランド �学∴務課 I � � 

221月 ��乳　　児　　相　　談 �9：30－i 　ll：30 �役場保他室 �住　民　課 � �詳細は 6ページ 

∴ ��合　同　償∴嚢∴祭 �10：00－　厚賀軸 ��財　務∴課 �軽蔑利用者 � 

十 ��寿　　　　大　　　　学 �10：00－ 　15：00 �中央公民館 � �寿大学生 �i 

献　　　　　　　　　血 �10：00－i 　15：30 � �福　祉　課 � � 

心　配　ご　と　相　談 �13：00・－ 　16：00 �公民館別館 �福　祉　課 �何でもお気軽に御相談下さ � 

幸 ��巨人大学院 �10：00－i 　15：00 �中央公民館 �社会教育課 �老人大学院生 � 

吾 ��i妊　姉　相　談 �10：00－ �役場保健室 �住　民∴課 �妊産婦 �詳細は 6ページ 

二十 ��婦　　人　　検　　診 �9：00－ 16：30 �中央公民館 �住　民　課 �18歳から的韻の女性で 各区巡回時に受診していない人 �詳細は 6ページ 
9：00－ � �学　務∴課 � � 

堀 ��消防学絞入校 �南隣校 ��庶∴務∴課 �i遠賀町湖団中堅団員 � 

301火 �� �19：00訂離学籍 ��社会教育課 � � 

10 ／ 5 �目 � �9：00－ � �学∴務∴課 � � 

広渡小学校運動会 �9：00－匡グランド ��学　務∴謀 � � 

明　日　の　た　め　今　日　の　日　本　を　知　る　圃査

パ
パ
の
〝
餌
箱
〟

4
ペ
ー
ジ
の
「
敬
老
の
日
」
に
関
し

て
、
有
名
な
グ
リ
ム
童
話
に
こ
ん
な
話

が
あ
り
ま
す
。

年
老
い
た
父
と
、
イ
タ
ズ
ラ
盛
り
の

子
供
を
持
つ
農
夫
が
い
ま
し
た
。
こ
の

農
夫
は
、
年
老
い
た
父
が
食
べ
物
を
こ

ぼ
し
た
り
、
皿
を
割
る
の
き
見
て
、
木

の
鉢
を
与
え
、
家
族
か
ら
離
れ
た
と
こ

ろ
で
食
事
を
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
農
夫
は
子
供
が
小
さ
な
板

切
れ
を
集
め
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し

た。

「
お
前
、
そ
ん
な
に
板
切
れ
を
集
め

て
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
9
」
と
不
審
に

思
っ
た
農
夫
が
聞
き
ま
し
た
。

少
年
は
胸
を
張
っ
て
答
え
た
の
で
す

「
パ
パ
が
年
と
っ
た
と
き
の
た
め
に
、

こ
れ
で
。
紳
第
．
を
作
る
ん
だ
ッ
。
」

そ
の
日
以
来
、
祖
父
が
一
家
と
同
じ

食
卓
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
寓
話
は
、
私
達
人
間
の
心
の
裏

側
を
実
に
巧
み
に
描
き
出
し
て
い
ま
す

特
に
戦
後
、
核
家
族
化
が
急
速
に
進
ん

だ
日
本
で
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の
垂
話

に
発
揚
す
る
よ
う
な
孤
独
な
老
人
が
増

え
て
い
る
の
も
ま
た
蔀
実
な
の
で
す
。

あ
な
た
が
老
人
と
な
っ
た
時
、
子
供

は
、
孫
は
、
あ
な
た
に
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
9

9
月
1
5
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
家
族

で
藷
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か


